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１．業務概要 

１）業務の目的 

 

本市では、国・県に先駆け、平成 23 年３月に「富山市自転車利用環境整備計画（以下、「現計画」と

いう。）」を策定し、「はしる」「とめる」「いかす」「まもる」の４つの基本方針を定め、自転車利用環境

の向上に資する取組を進めているところであるが、現計画の 10 年の計画期間が令和２年度をもって満了

する。このことから、次期富山市自転車利用環境整備計画（以下、「次期計画」という。）を策定するも

のである。 

国においては、平成 28 年７月には「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（国土交通省・警

察庁）」、平成 28 年９月には「自転車等駐車場の整備のあり方に関するガイドライン（国土交通省）」が

改定される等、安全で快適な自転車利用環境を創出するための指針が示されている。さらに、平成 29 年

５月には「自転車活用推進法」が施行、平成 30 年６月には「自転車活用推進計画」が策定され、環境負

荷の低減、健康増進、交通混雑の解消や観光への活用等、多方面での自転車の活用が求められている。 

次期計画については、現計画の基本方針である「はしる」「とめる」「いかす」「まもる」の４本柱を継

承しつつ、国や県の自転車活用推進計画を勘案した上で次期計画の基本方針を定めるとともに、本市の

自転車利用や富山駅路面電車南北接続などの都市基盤整備の実態、本市が重要計画と位置付けているＳ

ＤＧｓ未来都市計画などを踏まえ、自転車活用推進法に定める地方版自転車活用推進計画ともなるよう

令和２年度末までの策定を目指し、令和元年度、２年度の２ヵ年度で「次期富山市自転車利用環境整備

計画」を策定するものである。 
 
２）業務期間 

 令和元年 10月 17日～令和２年３月 16 日 
 
３）業務内容 
 

章 節 

１．業務計画の立案 

１－１．背景・目的 

１－２．業務内容 

１－３．検討対象範囲 

２．自転車利用環境に関する現況の整理 

２－１．上位関連計画等の整理 

２－２．現計画の取組状況の整理 

２－３．自転車利用環境に関する既存データの整理 

３．自転車利用に関する通行実態調査の実施 

３－１．調査概要 

３－２．市民調査 

３－３．高校生調査 

３－４．自転車通行経路調査 

３－５．企業調査 

４．事例調査の実施 

４－１．市町村の自転車活用推進計画策定状況 

４－２．主な自転車活用推進計画の概要 

４－３．他都市の具体的な取組事例 

５．計画の基本目標・基本方針の検討 
５－１．現況課題の整理 

５－２．基本目標・基本方針（案）の検討 

６．富山市自転車利用環境整備計画検討 

委員会の開催支援 

６－１．開催概要 

６－２．委員名簿 

６－３．議事録 

 

４）業務フロー 

以下のフローに基づいて業務を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

回数 打合せ日 打合せ内容 

第１回 令和元年 10 月 23 日 ・業務全体の進め方について 

第２回 令和元年 10 月 29 日 ・猪井委員長へ委員会の進め方について説明 

第３回 令和元年 11 月 19 日 ・自転車利用実態調査計画（案）について 

第４回 令和元年 12 月６日 ・第１回委員会資料について 

－ 令和元年 12 月 25 日 ・第１回委員会の開催 

第５回 令和２年１月 30 日 ・報告書の構成について 

第６回 令和２年２月 26 日 ・自転車利用実態調査結果、報告書の内容について 

第７回 令和２年３月 16 日 ・納品 

２)自転車利用環境に関する現況の整理 

①上位関連計画等の整理 

②現計画の取組状況の整理 

③既存データの整理 

１）業務計画の立案 

７）報告書の作成 

納   品 

打合せ 

（初回） 

打合せ協議 

３)自転車利用に関する通行実態調査 

①調査票の設計、準備、発送回収 

②調査結果の入力、集計 

③調査報告書とりまとめ 

４)事例調査の実施 

５)計画の基本目標･基本方針の検討 

６)富山市自転車利用

環境整備計画検討委

員会の開催支援 

打合せ 

（最終） 

適宜 

実施 
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２．自転車利用環境に関する現況の整理 

２－１．上位関連計画等の整理 

 

◇富山市の自転車施策に関連する上位関連計画を整理した。対象とする上位関連計画は、「全般」「都

市」「交通」「環境」「健康」「その他」の分野別に整理した。 

市の上位関連計画

自転車活用推進法（H29.5 施行） 自転車活用推進計画（H30.6 策定）

富山県自転車活用推進計画（H31.3 策定）

国や県の法律・ 計画

次期富山市自転車利用環境整備計画
＜富山市自転車活用推進計画＞（R2年度策定）

安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン（H28.7 改定）

自転車等駐車場の整備のあり方に関するガイドライン（第２版）（H28.9 改定）

＜上位計画＞
第２次富山市総合計画（H29.3 策定）
・自転車利用者の利便性と安全の確保
・安心して通行できる快適な歩行空間の確保

＜関連計画＞
●全般
富山市SDGs未来都市計画（H30.8 策定）
将来像：コンパクトシティ戦略による持続可能な付加価値創造都市の実現

●都市
富山市都市マスタープラン（H31.3 策定）
・歩行者、自転車、自動車が分離された走行空間

を確保

●交通
富山市総合交通戦略（H19.11 策定）
・交通の連携、ユニバーサルデザインの歩道

●環境
第２期富山市環境基本計画（H29.3 策定）
・自転車利用の促進

●健康
富山市健康プラン21（第２次）（H25.3 策定）

●その他
富山市観光戦略プラン（H29.3 策定）
・二次交通利用の促進
・自転車市民共同利用システムによる回遊性の向上

富山市中心市街地活性化基本計画（H29.4 策定）
・自転車走行空間や駐輪環境の整備
・ルール・マナー向上の意識啓発
・自転車などを積極的に利用するライフスタイル

に転換するよう市民の意識を啓発
・環境にやさしい自転車による公共交通の運営
・公共交通への自転車の持ち込みの可能

富山市地域公共交通網形成計画（H28.9 策定）
・「サイクル＆バスライド」のための自転車駐輪場整備
・公共交通、シェアリングを活用した周遊

第２次富山市環境未来都市計画（H29.3 策定）
・自動車から公共交通、徒歩、自転車への転換促進

富山市歩くライフスタイル戦略（H31.3 策定）
・歩行者と自転車の分離

第10次富山市交通安全計画 (計画期間：H28-H32)
・生活道路、都市計画道路、幹線市道の整備
・歩道のバリアフリー化
・自転車利用の促進
・放置自転車の対策
・自転車交通安全教室の開催

富山県自転車活用推進条例（H31.3 施行）

 
【自転車施策に関する上位関連計画の関係図】 

 
２－２．現計画の取組状況の整理 

 

◇市の自転車関連施策と国や県自転車活用推進計画の施策項目を比較し、自転車通勤や健康に関する

視点がやや不足していることが明らかとなった。また、現計画の取組状況は、下表図のとおり「はしる」

「とめる」「いかす」「まもる」の４本柱毎に整理した。 

 

 
【「はしる～自転車走行空間整備～」の取組状況】 
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２－３．自転車利用環境に関する既存データの整理 

 
１）自転車関連事故 

◇自転車関連事故の発生件数は減少傾向にあるものの、H23 年→H24 年、H25 年→H26 年は増加となっ

ている。また、H28 年以降では、富山市が全国よりも事故の減少率が高く、10 年前の H22 年と比べて、

R1 年では 42％に減少している。 

◇年代別の割合では、「10 代」が３～４割と最も高い。 
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【発生件数及び事故減少率（H22-R1）】 

※件数は、自転車が第１当事者又は第２当事者の事故件数を計上 
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【年代別の割合（H22-R1）】 

 

 
 
 
 

◇中活地域※・五福地域周辺の自転車事故発生位置は下図のとおりである。 

◇富山駅の北側に比べて南側で自転車事故が多く発生している。また、国道や県道などの幹線道路にお

いて自転車事故が多く発生している。 

※中活地域：第３期富山市中心市街地活性化基本計画（H29 年４月）によって定められた区域 

 

【中活地域・五福地域周辺の自転車事故発生位置（H29-R1）】 
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２）駐輪場整備状況 

◇富山市内の駐輪場整備状況としては、富山駅周辺において４箇所・1,589 台分が整備済みであり、

東富山駅周辺において３箇所・642台分が整備済みである。このほかに、富山地方鉄道の本線や富

山港線、不二越・上滝線等において、20 台以上の駐輪場が整備されている。 

◇また、あいの風とやま鉄道の東富山駅東口、富山～東富山駅間の新駅において駐輪場が整備され

る予定となっている。 

 

＜富山市自転車駐車場の附置等に関する条例（H28.10 施行）＞ 

◇条例に基づき、商業地域で一定の床面積以上の建築物を設置しようとする者に対し、床面積に応じた台数の駐輪場を設

置することが義務づけられている。 

 

【富山市営の駐輪場収容台数一覧】 

No 設置場所 収容台数 No 設置場所 収容台数

1 富山駅（駅南第１（CiC前広場地下））（Ｈ28～） 629 26 富山地方鉄道 越中三郷駅 80

2 富山駅（駅南第２（新幹線高架下）） 360 27 富山地方鉄道 不二越駅 46

3 富山駅（駅北） 470 28 富山地方鉄道 大泉駅 100

4 富山駅（東暫定自転車駐車場） 130 29 富山地方鉄道 上堀駅 50

5 あいの風とやま鉄道 東富山駅 第１自転車駐車場 200 30 富山地方鉄道 開発駅 84

6 あいの風とやま鉄道 東富山駅 第２自転車駐車場 322 31 富山地方鉄道 月岡駅 51

7 あいの風とやま鉄道 東富山駅 第３自転車駐車場 120 32 富山地方鉄道 小杉駅（小杉第3公園内） 25

8 あいの風とやま鉄道 水橋駅 333 33 五福公園（市内軌道大学前電停） 36

9 あいの風とやま鉄道 呉羽駅 245 34 五福第一（市内軌道大学前電停） 48

10 JR西日本 西富山駅 164 35 ＪＲ笹津駅 120

11 富山地方鉄道 岩瀬浜駅 24 36 地鉄上滝駅北（駅舎東西） 33

12 富山地方鉄道 競輪場前駅 24 37 地鉄上滝駅南東（踏切そば） 15

13 富山地方鉄道 東岩瀬駅 24 38 地鉄上滝駅南西（ﾊﾟｰｸ＆ﾗｲﾄﾞそば） 25

14 富山地方鉄道 萩浦小学校前駅 24 39 地鉄大庄駅前 108

15 富山地方鉄道 蓮町（馬場記念公園前）駅 66 40 地鉄有峰口駅前 20

16 富山地方鉄道 蓮町（馬場公園北側）駅 70 41 ＪＲ越中八尾駅前（西） 98

17 富山地方鉄道 犬島新町駅 32 42 ＪＲ越中八尾駅裏（東） 18

18 富山地方鉄道 城川原駅 108 43 ＪＲ東八尾駅 25

19 富山地方鉄道 越中中島駅 36 44 ＪＲ速星駅前 370

20 富山地方鉄道 粟島駅 24 45 ＪＲ千里駅 217

21 富山地方鉄道 下奥井駅 24 46 ＪＲ婦中鵜坂駅　 120

22 富山地方鉄道 奥田中学校前駅 24 47 ＪＲ楡原駅 48

23 富山地方鉄道 稲荷町駅 92 48 総曲輪西自転車駐車場 196

24 富山地方鉄道 東新庄駅 154 49 西町・総曲輪ＣＵＢＹ 30

25 富山地方鉄道 越中荏原駅 138 50 西町自転車等駐車スペース 150  
※その他に、南富山駅や新庄田中駅の自転車駐車場は、富山地方鉄道において整備されている。また、朝菜町駅の自転車駐輪場用スペー

スは、市が駅敷地内の富山地方鉄道株式会社の土地を借り受け、舗装・整備した。 

３）アヴィレ利用実績 

◇延べ利用回数は H22 年度以降増加傾向にあり、H29 年度に減少するものの H30 年度では過去最高の

77,296 回となっている。H29 年度は、平成 30 年２月に発生した大雪の影響で利用回数が減少したと考

えられる。 

◇ポート間移動で最も多いのは「6.市役所⇔19.南口駅前広場」で 3,047 回、次いで「14.西町⇔19.南口駅

前広場」が 2,994 回、「4.富山駅南②⇔6.市役所」が 2,481 回となっている。 
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46,602 45,871

56,913 59,658

74,435
68,283

77,296

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0

5000

10000

15000

20000

25000

H22年度

（15箇所）

H23年度

（15箇所）

H24年度

（15箇所）

H25年度

（17箇所）

H26年度

（18箇所）

H27年度

（20箇所）

H28年度

（20箇所）

H29年度

（20箇所）

H30年度

（23箇所）

（回）（人） 会員登録者数 （前年） 会員登録者数 （新規） 延べ利用回数

 
【会員登録者数、延べ利用回数の推移】 

3,047
2,994

2,481
2,266

2,086
1,971

1,873
1,691

1,612
1,524
1,474

1,322
1,136
1,087
1,047
1,000

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

6.市役所⇔19.南口駅前広場

14.西町⇔19.南口駅前広場

4.富山駅南②⇔6.市役所

4.富山駅南②⇔9.城址公園東

4.富山駅南②⇔11.大手町

6.市役所⇔14.西町

16.県庁前公園⇔19.南口駅前広場

10.丸の内⇔19.南口駅前広場

6.市役所⇔11.大手町

2.富山駅北⇔17.環水公園西

4.富山駅南②⇔14.西町

4.富山駅南②⇔10.丸の内

9.城址公園東⇔19.南口駅前広場

8.本町⇔19.南口駅前広場

17.環水公園西⇔19.南口駅前広場

4.富山駅南②⇔16.県庁前公園

（回）  
【ポート間移動が 1,000 回以上の区間】 
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３．自転車利用に関する通行実態調査の実施 

３－１．調査結果の概要  

１）市民・高校生調査 

（１）調査目的 

◇富山市自転車利用環境整備計画の策定にあたり、富山市における自転車利用実態の現状や 10 年

前からの変化を把握するために、市民・高校生を対象とした「自転車利用実態調査」を実施する。 

◇特に、自転車が通行する経路については、近年の道路整備や都市開発により変化していることが想

定されるため、併せて「自転車通行経路調査：地図記入形式」を実施することで、自転車ネットワーク

路線を抽出するための基礎データとする。 

（２）市民調査の概要 

【調査対象】満 18 歳以上の市民 5,000 名 【調査方法】郵送（無記名回収）方式  

【抽出方法】住民基本台帳から無作為抽出  【調査期間】令和２年１月 24 日（金）～２月７日（金） 

【回 収 数】＜自転車通行意識調査＞ 1,725 部/5,000 部（回収率：34.5％） 

＜自転車通行経路調査＞  252 部/2,334 部（回収率：10.8％） 

（３）高校生調査の概要 

【調査対象】富山市内にある４つの高校の２年生。通行経路調査については、調査対象範囲内を自転

車で通行する生徒のみ回答。 

【調査方法】校内配布回収   【回 収 数】（下表参照） 

【高校別の回収数】 

高校 配布数 
回収数 

自転車通行意識調査 自転車通行経路調査 

富山中部高校 278 部 274 部 121 部 

富山高校 283 部 270 部 85 部 

富山商業高校 278 部 273 部 130 部 

龍谷富山高校 240 部 230 部 78 部 

合計 1,079 部 1,047 部 414 部 

 

２）企業調査 

（１）調査目的 

◇富山市自転車利用環境整備計画の更新にあたり、富山市における自転車通勤や自転車通勤支援

制度の実態を把握し、今後の自転車通勤を促進していくための基礎データとするために、企業を対

象とした「自転車通勤実態調査」を実施した。 

（２）企業調査の概要 

【調査対象】富山市にある事業所 127 社      【調査方法】郵送（無記名回収）方式 

【抽出方法】富山市ホームページ掲載の富山市企業情報から従業員 100 人以上の企業を抽出 

【調査期間】令和２年１月 24 日（金）～２月７日（金）  【回 収 数】75 部/127 部（回収率：59.1％） 

 

 

３）調査対象範囲 

◇本業務では、検討範囲を富山市全域とした。なお、自転車通行経路調査については、自転車利用者

の多い中活地域・五福地域及びその周辺を主な調査・検討範囲として拡大した。 

 

【自転車通行経路調査の対象範囲】 

 

中活地域・五福地域及び周辺 
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３－２．市民調査  

１）回答者について 

①回答者の属性（問 30,33,35） 

【年 代】「60 代以上」が約５割となっており、18～75 歳を対象とした前回調査より 17 ポイント増加している。 

【居住地】「富山地域」が約７割と最も高く、前回調査よりも若干増加している。 

【自転車所有台数】「１台」が約４割と最も高く、世帯あたりの平均自転車所有台数は 1.5 台となった。 

【年代】 

3%
5% 9% 15% 16% 11% 11% 13% 8% 9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R1

(N=1696)

10代 20代 30代 40代 50代

60～64才 65～69才 70～74才 75～79才 80才以上

 

7% 18% 16% 21% 25% 10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1940)

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

 

【居住地】                 【自転車所有台数】 

70%

74%

11%

11%

6%

6%

6%

6%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1925)

R1

(N=1683)

富山地域 婦中地域 八尾地域 大沢野地域
大山地域 細入地域 山田地域 0台

21%

1台

38%

2台

23%

3台

12%

4台

5%

5台 1%

(N=1501)
 

 

 

 

 

２）自転車の利用状況などについて 

①自転車の利用頻度、目的（問 1,2） 

【利用頻度】「ほとんど利用しない」が約５割となっており、前回調査との大きな変化はみられない。 

【利用目的】「買い物」が約３割と最も高くなっている。 

【利用頻度】 

17%

10%

28%

9% 6% 10% 12%

54%

54%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1911)

R1

(N=1687)

ほぼ毎日 週２～３回程度 週に１回程度

月に数回程度 年に数回程度 ほとんど利用しない

 

【利用目的】 

47%

12%

3%

6%

8%

14%

26%

0% 20% 40% 60%

自転車を利用していない

その他

通学

仕事・業務

通勤

レジャー

買い物

(N=1652)
 

②10 年前と比較した自転車の利用頻度（問 7,9） 

◇「減った」が約４割と最も高く、その理由として「クルマを運転するようになったため」が約５割と最も高くな

っている。 

【10 年前と比較した自転車の利用頻度】         【利用が「減った」理由】 

増えた

11%

減った

37%
変わらない

28%

10年前は利用

していない

25%

（N=1622）

30%

9%

10%

18%

52%

0% 20% 40% 60%

その他

引っ越しなどにより居住地が変わったため

公共交通を利用するようになったため

進学・就職等で生活環境が変化したため

クルマを運転するようになったため

(N=572)  
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週に数回程度 0.1%

月に数回程度 0.2% 年に数回程度 0.2%

過去に利用したことが

ある程度 1%

利用したことがない

98%

（N=1607）

３）自転車の走行環境について 

①自転車での通行場所（問 10） 

◇「歩道の車道寄り」が約３割と最も高くなっている。「車道の端（左側通行）」が前回調査より９ポイント増加

している。 

14%

23%

3%

5%

28%

19%

30%

31%

9%

8%

14%

14%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=794)

R1

(N=1020)

車道の端（左側通行） 車道の端（右側通行）
歩道（通行位置は意識していない） 歩道の車道寄り
歩道の民地寄り その時々で走りやすいところ
その他

 
②車道を自転車で走行する際の不安（問 11） 

◇「道路が狭いこと」が約５割と最も高くなっている。 

2%

7%

4%

7%

12%

14%

32%

41%

50%

0% 20% 40% 60%

危険に感じることはない

その他

道路が暗いこと

ルール違反の自転車が多いこと

路上駐車があること

車道のどこを走行してよいか分かりにくいこと

クルマのスピードが速いこと

クルマの交通量が多いこと

道路が狭いこと

(N=1253)
 

③自転車での走りやすさ（問 12①） 

◇「走りにくい」が約５割と高く、前回調査より７ポイント増加している。この要因としては、調査対象範囲の

拡大に伴い、自転車通行空間が整備されていない地域の回答者が増加したためと考えられる。 

19%

13%

39%

40%

27%

29%

12%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1752)

R1

(N=1247)

とても走りやすい まあ走りやすい 普通

やや走りにくい 非常に走りにくい

 
 

４）自転車の駐輪環境について 

①市内の駐輪場に関する評価（問 13①） 

◇「マナー（とめ方）が悪い」では、「そう思う」が約３割と前回調査より 22 ポイント減少している。 

5%

5%

15%

15%

18%

8%

8%

7%

21%

15%

36%

30%

37%

25%

26%

20%

43%

34%

28%

18%

25%

27%

34%

24%

5%

4%

5%

4%

3%

3%

4%

3%

26%

42%

17%

33%

17%

38%

27%

46%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22
(N=1406)

R1
(N=1164)

H22
(N=1453)

R1
(N=1212)

H22
(N=1464)

R1
(N=1192)

H22
(N=1424)

R1
(N=1197)

強くそう思う まあそう思う
あまりそう思わない まったくそう思わない
特に何も思わない

①駐輪場が空いていない

②マナー（とめ方）が悪い

③場所がわかりにくい

④施設が老朽化している

 
 

５）自転車の利用促進について 

①「アヴィレ」の利用頻度（問 15） 

◇市民のほとんどが「利用したことがない」と回答している。 

 

 

＜自転車の通行場所＞ 
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６）交通ルールやマナーについて 

①自転車が原則として通行すべき場所（問 20） 

◇「車道の端（左側通行）」が約７割と最も高く、前回調査より８ポイント増加している。 

12%

4%

21%

15%

65%

11%

2%

16%

14%

73%

0% 20% 40% 60% 80%

わからない

歩道の民地寄り

歩道の車道寄り

車道の端（右側通行）

車道の端（左側通行）

R1 (N=1609)

H22 (N=1793)

 
②自転車ルールを守る意識の有無（問 22） 

◇「意識している」が約７割と最も高く、前回調査との大きな変化はみられない。 

12%

16%

52%

46%

16%

11%

10%

11%

9%

8% 8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

(N=1735)

R1

(N=1436)

とても意識している 少しは意識している
あまり意識していない ほとんど意識していない
ルールの内容がよくわからない その他

 
 

７）その他自転車利用全般について 

①ヘルメットの着用（問 24） 

◇市民のほとんどが「着用していない」と回答している。 

日常的に着用している

3%

着用していない

94%

サイクリングの際のみ

着用している

4%

（N=762）  

 

②自転車損害賠償保険の加入（問 27，28） 

【保険加入の有無】「加入していない」が約６割と最も高くなっている。 

【保険加入の予定】「加入する予定はない」が５割と最も高くなっている。 

【保険加入の有無】              【保険加入の予定】 

加入している

29%

加入していない

58%

わからない

13%

（N=758）

加入する予定がある

10%

加入する予定はない

50%

わからない

40%

（N=436）
 

③富山市で重点的に取り組むべき自転車施策（問 29） 

◇「まちなかや通学路の自転車走行空間の整備や安全対策の実施」が約５割と最も高くなっている。 

◇次いで「学校における交通安全教育の推進」「駐輪ニーズに応じた駐輪場の整備」「生活道路におけるク

ルマの通過交通抑制や無電柱化の推進」「路上駐車の取締り強化による車道を通行する自転車の安全

確保」「自転車の安全利用の促進」が２割以上となっている。 

4%

2%

2%

2%

5%

6%

6%

7%

7%

8%

9%

9%

22%

24%

25%

27%

29%

54%

0% 20% 40% 60%

その他

自転車競技施設の活用推進

サイクリングイベントや大会の誘致・開催

サイクルスポーツの振興

災害時における自転車活用の推進

自転車の点検整備の促進

サイクリング環境の創出

駐輪場の空き状況を確認できるシステムの開発や自転車のIoT化の促進

アヴィレの普及促進

安全性の高い自転車の普及促進

自転車を活用した健康づくりの推進

自転車通勤の促進

自転車の安全利用の促進

路上駐車の取締り強化による車道を通行する自転車の安全確保

生活道路におけるクルマの通過交通抑制や無電柱化の推進

駐輪ニーズに応じた駐輪場の整備

学校における交通安全教育の推進

まちなかや通学路の自転車走行空間の整備や安全対策の実施

(N=1506)
 

 

＜自転車の通行場所＞ 
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３－３．高校生調査 
１）回答者について 

①回答者の属性（問 27） 

【高 校】「富山高校」「富山商業高校」「富山中部高校」が約３割となっている。 

【居住地】「富山地域」が約６割と最も高くなっている。 

【高校】               【居住地】 

富山高校

26%

富山商業高校

26%

富山中部高校

26%

龍谷富山高校

22%

(N=1047)
 

富山地域

59%

婦中地域

7%

八尾地域

4%

大沢野地域

3%

大山地域

2%

細入地域

0.3%

山田地域

0.3%

富山市外

24%

（N=1017）  

２）自転車の利用状況などについて 

①自転車の利用頻度、目的（問 1,2） 

【利用頻度】「ほとんど利用しない」が約２割となっており、前回調査より６ポイント増加している。 

【利用目的】「通学」が約７割と最も高くなっている。 

【利用頻度】 

75%

48%

12%

10% 9% 12%

13%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

（N=539）

R1

（N=1044）

ほぼ毎日 週２～３回程度 週に１回程度

月に数回程度 年に数回程度 ほとんど利用しない

 

【利用目的】 

16%

3%

22%

23%

69%

0% 20% 40% 60% 80%

自転車を利用していない

その他

買い物

レジャー

通学

(N=1036)
 

 
３）自転車の走行環境について 

①自転車での通行場所（問 7） 

◇「歩道の車道寄り」が約４割と最も高く、前回調査より９ポイント増加している。 

15%

17%

4%

4%

33%

17%

27%

36%

4%

4%

17%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

（N=467）

R1

（N=917）

車道の端（左側通行） 車道の端（右側通行）

歩道（通行位置は意識していない） 歩道の車道寄り
歩道の民地寄り その時々で走りやすいところ

その他

 

②車道を自転車で走行する際の不安（問 8） 

◇「道路が狭いこと」が約５割と最も高くなっている。 

9%

4%

2%

9%

9%

12%

27%

39%

52%

0% 20% 40% 60%

危険に感じることはない

その他

ルール違反の自転車が多いこと

道路が暗いこと

路上駐車があること

車道のどこを走行してよいか分かりにくいこと

クルマのスピードが速いこと

クルマの交通量が多いこと

道路が狭いこと

(N=983)  

③自転車での走りやすさ（問 9①） 

◇「走りにくい」が約２割と前回調査より７ポイント増加している。この要因としては、前回調査から対象校を

追加（龍谷富山高校）したため、富山駅北部など自転車通行空間が整備されていない地域の回答者が

増加したためと考えられる。 

7%

4%

34%

23%

45%

51%

11%

18%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

（N=529）

R1

（N=966）

とても走りやすい まあ走りやすい 普通

やや走りにくい 非常に走りにくい

 

 

＜自転車の通行場所＞ 
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４）自転車の駐輪環境について 

①自転車での通行場所（問 10①） 

◇「駐輪場が空いていない」では、「そう思う」が約４割と前回調査より５ポイント減少している。 

◇「マナー（とめ方）が悪い」では、「そう思う」が約３割と前回調査より 15 ポイント減少している。 

9%

8%

7%

7%

14%

8%

15%

8%

18%

19%

20%

20%

32%

23%

28%

30%

41%

35%

41%

35%

31%

37%

31%

29%

5%

6%

6%

7%

2%

4%

2%

4%

27%

33%

25%

32%

21%

29%

24%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22
（N=509）

R1
（N=978）

H22
（N=509）

R1
（N=976）

H22
（N=512）

R1
（N=978）

H22
（N=513）

R1
（N=977）

強くそう思う まあそう思う
あまりそう思わない まったくそう思わない
特に何も思わない

①駐輪場が空いていない

②マナー（とめ方）が悪い

③場所がわかりにくい

④施設が老朽化している

 

５）自転車の利用促進について 

①「アヴィレ」の利用頻度（問 12） 

◇高校生のほとんどが「利用したことがない」と回答している。 

過去に利用したことがある程度

1%

利用したことがない

99%

（N=1023）
 

６）交通ルールやマナーについて 

①自転車が原則として通行すべき場所（問 17） 

◇「車道の端（左側通行）」が約７割と最も高く、前回調査より 20 ポイント増加している。 

13%

2%

7%

27%

51%

9%

3%

16%

21%

71%

0% 20% 40% 60% 80%

わからない

歩道の民地寄り

歩道の車道寄り

車道の端（右側通行）

車道の端（左側通行）

R1（N=1036）

H22(N=515)

 
②自転車ルールを守る意識の有無（問 19） 

◇「意識している」が約８割と最も高く、前回調査より６ポイント増加している。 

15%

16%

54%

59%

19%

12%

7%

6%

4%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

（N=519）

R1

（N=1031）

とても意識している 少しは意識している

あまり意識していない ほとんど意識していない

ルールの内容がよくわからない その他

 
７）その他自転車利用全般について 

①ヘルメットの着用（問 21） 

◇高校生のほとんどが「着用していない」と回答している。 

日常的に着用している

1%

着用していない

97%

サイクリングの際のみ

着用している

2%

（N=1007）
 

  

＜自転車の通行場所＞ 
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②自転車損害賠償保険の加入（問 23） 

◇【保険加入の有無】「加入している」が約５割と最も高くなっている。 

◇【保険加入の予定】「加入する予定はない」が約６割と最も高くなっている。 

【保険加入の有無】              【保険加入の予定】 

加入している

48%

加入していない

6%

わからない

46%

（N=831）
 

加入する予定はない

61%

わからない

39%

（N=49）
 

③富山市で重点的に取り組むべき自転車施策（問 25） 

◇「まちなかや通学路の自転車走行空間の整備や安全対策の実施」が約６割と最も高く、次いで「駐輪ニ

ーズに応じた駐輪場の整備」「路上駐車の取締り強化による車道を通行する自転車の安全確保」が２割

以上となっている。 

2%

2%

2%

3%

4%

4%

4%

7%

9%

9%

11%

12%

15%

16%

18%

29%

31%

61%

0% 20% 40% 60% 80%

その他

サイクリングイベントや大会の誘致・開催

自転車競技施設の活用推進

災害時における自転車活用の推進

サイクリング環境の創出

サイクルスポーツの振興

自転車を活用した健康づくりの推進

学校における交通安全教育の推進

自転車通勤の促進

自転車の点検整備の促進

安全性の高い自転車の普及促進

アヴィレの普及促進

自転車の安全利用の促進

生活道路におけるクルマの通過交通抑制や無電柱化の推進

駐輪場の空き状況を確認できるシステムの開発や自転車のIoT化の促進

路上駐車の取締り強化による車道を通行する自転車の安全確保

駐輪ニーズに応じた駐輪場の整備

まちなかや通学路の自転車走行空間の整備や安全対策の実施

(N=986)

 

 
３－４．自転車通行経路調査 

 

◇自転車通行経路調査を実施した高校（富山商業高等学校、富山中部高等学校、龍谷富山高等学校、富

山高等学校）周辺や富山駅周辺の幹線道路における自転車通行人数が 50 人以上と多くなっている。 

【自転車通行経路調査の結果（市民と高校生の合計）】 
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３－５．企業調査 

１）事業所の自転車通勤の現状について 

①自転車通勤の是認（問 1） 

◇「認めている」が約９割と最も高くなっている。 

認めている

92%

条件付きで認めている

4%

認めていない

4%

(N=75)

 
②自転車通勤者に対する通勤手当制度（問 5,6） 

◇「制度がある」が約５割となっており、その支給金額の設定方法は「距離に応じて支給」が最も高くなって

いる。 

＜通勤手当制度の有無＞        ＜支給金額の設定方法＞ 

制度がある

49%
制度はない

51%

(N=71)  

距離に応じて支給

77%

一律定額で支給

23%

(N=35)  
③自転車通勤推進の検討意向（問 8） 

◇「現時点ではわからない」が約６割と最も高くなっている。 

検討していく意向がある・更に推

奨していく意向がある

3%

検討していく

意向はない

35%
現時点では

わからない

63%

(N=75)  

 

２）事業所の業務上での自転車利用について 

①自転車の保有状況（問 11、14、15） 

◇「保有していない」が約６割と高く、その理由として「荷物運搬等にはクルマの方が便利であるため」が約

８割と最も高くなっている。自転車の保有理由は「近・中距離であれば用務にかかる所要時間が短く、効

率的であるため」が約９割と最も高くなっている。 

【自転車の保有有無】 

保有して

いる

37%保有して

いない

63%

(N=75)  

【自転車の未保有理由】 

22%

0%

0%

2%

4%

11%

78%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

アヴィレを利用しているため

過去に従業員の自転車事故があったため

公共交通機関を利用しているため

駐輪場の設置スペースがないため

事業所周辺の道路交通状況が危険なため

荷物運搬等にはクルマの方が便利であるため

(N=45)
 

【自転車の保有理由】 

11%

4%

4%

11%

89%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

その他

定時性に優れているため

従業員の健康増進につながるため

クルマに比べ固定費がかからないため

近・中距離であれば用務にかかる所要時間が短

く、効率的であるため

(N=28)
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４．事例調査の実施 

 

◇自転車活用推進本部ホームページ及び各市町村ホームページより、自転車活用推進計画の策定済み

市町村を一覧表として整理（R1.12 時点、検討中を含む）した。 

◇そのうち、富山市と同規模以上の政令指定都市もしくは中核市の策定済み市町村を対象（８市）として、

計画の基本目標や基本方針、具体施策などを整理した。さらに、R1.12 時点で検討中であるが、北陸の

同規模の都市として金沢市の事例を整理した。 

【市町村の自転車活用推進計画策定状況（R1.12 時点）】 

NO 都道府県 市町村 計画名
計画策定

年月
計画期間

計画
策定状況

1 北海道 石狩市 石狩市自転車活用推進計画 2019年3月 ～2028年度 ○

2 山形県 寒河江市
寒河江市自転車活用推進計画

（自転車ネットワーク計画）
2019年3月 ～2025年度 ○

3 茨城県 石岡市 石岡市りんりんタウン構想 2019年3月 ～2028年度 ○

4 栃木県 宇都宮市
自転車のまち推進計画後期計画

（宇都宮市自転車活用推進計画）
2019年3月改訂 ～2020年度 ○

5 千葉県 千葉市 千葉市自転車を活用したまちづくり推進計画 2018年3月 ～2020年度 ○

6 神奈川県 横浜市 横浜市自転車活用推進計画 2019年3月 ～2028年度 ○

7 神奈川県 相模原市 相模原市自転車活用推進計画 2020年度 ～2027年度 検討中

8 神奈川県 川崎市 川崎市自転車活用推進計画 2020年度
～2021年度

（第１期）
検討中

9 新潟県 新潟市 新潟市自転車利用環境計画 2019年3月 ～2022年度 ○

10 石川県 金沢市
金沢市自転車活用推進計画

（かなざわ快適創出サイクルプラン）
2020年度 ～2029年度 検討中

11 長野県
諏訪建設事務所

（岡谷市・諏訪市・ 下諏訪町）
諏訪湖周自転車活用推進計画 2019年3月 ～2023年度 ○

12 静岡県 浜松市 浜松市自転車活用推進計画 2019年12月 ～2029年 検討中

13 愛知県 豊橋市 豊橋市自転車活用推進計画 2019年9月 ～2020年度 ○

14 愛知県 一宮市 一宮市自転車活用推進計画 2019年12月
不明

（2024年度？）
○

15 京都府 京都市 京都府自転車活用推進計画 2019年12月 ～2023年度 ○

16 大阪府 大阪市 大阪市自転車活用推進計画 2019年3月 ～2020年度 ○

17 大阪府 守口市
守口市自転車活用推進計画

(自転車ネットワーク計画)
2019年3月 ～2028年度 ○

18 大阪府 堺市
堺市自転車利用環境計画＜追補版＞

－重点アクションプラン－
2019年8月 ～2023年度 ○

19 大阪府 枚方市 枚方市自転車活用推進計画 2020年3月 ～2026年度 検討中

20 長崎県 南島原市 南島原市自転車活用推進計画 2019年11月 ～2028年度 ○

21 沖縄県 名護市 名護市自転車活用推進計画 2019年度 2028年度 検討中

※　　　　は、富山市と同規模以上の政令指定都市もしくは中核市の策定済み市町村、または、金沢市  

 

 

 

◇事例調査の一例として、宇都宮市の取組を下記に示す。宇都宮市では、自転車通勤を促進させるため

に「自転車通勤のススメ」を作成し、市のホームページで公開している。自転車通勤に対する様々な視点

（企業、従業員、地域社会など）、各企業に合った支援例などが記載されている。 
 

  
【自転車通勤のススメ（出典：宇都宮市 HP）】 

 
【自転車通勤のススメ（目次）】 

目次 内容 

1．はじめに 

（どうして自転車通勤をススメるのか？） 

自転車通勤による企業にとってのメリット、従業員にとってのメリット、地域

社会にとってのメリット。 

2．自転車通勤の課題 

～通勤者の目線からみた実情～ 
通勤者の目線からみた自転車通勤の様々な課題。 

3．市内企業における取組状況 

～アンケート調査結果～ 

市内企業における自転車通勤の実態と課題を把握するために実施したアンケ

ート調査の結果（通勤手段、自転車通勤者に対する支援策、自転車利用を進め

ることで企業が得られる効果として期待するもの）。 

4．企業における具体的な取組事例 市内企業が取り組んでいる７つの具体的な事例（背景・目的と取組内容）。 

5．企業における様々な支援のかたち 

企業における支援について、企業のおかれた環境、従業員の通勤環境等に応じ

て有効な取組を選択できるよう、すぐに取り組むことができるものから、抜本

的な取組まで様々な支援のかたちを提案。 

6．自転車通勤をサポートする市の取組 
自転車通勤をサポートする市の取組である自転車走行空間、レンタサイクル、

健康ポイント事業などの概要紹介。 

7．おわりに （自転車安全利用五則を掲載） 
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５．計画の基本目標・基本方針の検討 

５－１．現況課題の整理 

【自転車利用環境整備に向けた現状と課題の整理】 

 
はしる ～自転車走行空間整備～ とめる ～駐輪環境整備～ いかす ～自転車利用促進～ まもる ～ルール遵守・マナー向上～ 

現
状
や
課
題 

●自転車走行空間に関する現状 

・自転車ネットワーク路線は 24.7km/29.3km（整備率 84.0％）

が整備済みであり、自転車ネットワークが概成 

・歩道上に自転車マークを整備する形態を基本とし、一部区間

では車道上にナビラインを設置 

・国のガイドラインが策定、改正され、全国的に車道通行を基

本とした自転車ネットワーク路線の整備を推進 

●自転車関連事故に関する現状 

・10年前のH22年と比べて、R1年では42％に減少（337

件→140 件） 

・年代別では 10代が３～４割、事故相手では乗用車

や貨物車が９割以上、事故形態としては出会い頭事

故が５～６割を占める 

・富山市内の事故の９割が富山地域で発生 

・次期計画の策定に向けた調査対象範囲では、幹線

道路での事故が多く発生 

●自転車利用実態調査結果より 

・歩道のある道路では、市民・高校生ともに６割が「歩道

上を走行する」と回答し、依然として車道通行の割合が

低い 

・今後取り組むべき自転車施策では、市民・高校生とも５

～６割が「自転車走行空間の整備や安全対策の実施」と

回答し、道路整備に対する要望が多い 

・「自転車で走りにくい」との回答が市民・高校生ともに前

回調査より微増し、現計画の自転車ネットワークは概成

しているものの、安全性に対する利用者の実感が低い 

●自転車通行経路調査結果より 

・国道や県道、主要な市道などの幹線道路で自転車

交通が多く、細街路では少ない 

・危険箇所は、（主）富山港線の奥田小周辺や（主）

富山高岡線の富山大周辺が多い 

●駐輪環境に関する現状 

・富山駅南第 1 自転車駐車場では、エレ

ベーターの設置や自転車ラックの更新

などにより利便性を向上 

・「富山市自転車駐車場の附置等に関する

条例」を制定（H28 年３月）し、駐輪場

の附置台数を規定 

・あいの風とやま鉄道の富山駅周辺や東

富山駅周辺、ライトレール駅や富山地

鉄駅において駐輪場を整備済み（サイ

クル＆バスライド駐輪場としても活

用） 

●富山駅周辺の駐輪実態に関する現状 

・富山駅東暫定駐輪場では、利用率が

100％を超える月が多く、収容台数を上

回っている状況 

・自転車放置禁止区域における放置自転

車台数が、10 年間で 133 台/日→0.06

台/日に減少 

●自転車利用実態調査結果より 

・市民・高校生ともに、「駐輪マナーが悪

い」との回答が前回調査より減少し、

駐輪マナーが改善傾向 

・対策が必要な駐輪場としては、市民・

高校生ともに「富山駅周辺」が最も多

い 

・駐輪環境を良くするための施策として、

市民では「長期の放置自転車を減ら

す」、高校生では「駐輪可能な台数を増

やす」が最も多い 

●自転車の利用促進に関する現状 

・県においてサイクリングモデルコースを設定し、

自転車散策マップを作成 

・富山地方鉄道において土日祝日に限定したサイ

クルトレインを実施 

・おやこ補助輪卒業教室を開催 

●自転車市民共同利用システム「アヴィレ」利用 

・市内で自転車 255 台、サイクルポート 23 箇所を

配置。大学生への利用料補助や１日パスの半額

助成などによる利用促進策を実施 

・会員登録者数、延べ利用回数は増加傾向にあり、

H30 年度の延べ利用回数は過去最高を記録 

・移動区間としては、富山駅周辺→富山市役所、

西町、城址公園、大手町が多い 

●サイクルスポーツに関する現状 

・「ストリートスポーツパーク」や「久婦須川ダム周辺広場

マウンテンバイクコース」を管理運営 

・富山サイクルスポーツクラブにおいて自転車競技を振興 

●サイクリングイベントに関する現状 

・「グランフォンド富山」など自転車を活用したイ

ベントの開催に協力 

●自転車利用実態調査結果より 

・10年前に比べて、自転車利用が減ったとの回答が約４割、増

えたは約１割に留まり、自転車利用者が減少傾向にある 

・アヴィレの利用経験者は、市民の１％に留まり、市民利用が

低調 

・サイクリングイベントへの参加経験者は、市民の２％に留まる 

・自転車通勤手当制度では、企業の約半数がありと回答し、距

離に応じて支給される企業が多い 

・今後自転車通勤を推奨していく意向がある企業が３％に留ま

る 

●自転車走行ルール・マナーの向上に関する現状 

・小学３、４年生に対して、実車指導・座学による

自転車安全教室を開催し、修了証を交付 

・中学生２年生に対して、自転車利用の危険行為を

記載したクリアファイルを配布 

・各学校においてスケアードストレート等自転車を

含む交通安全指導を実施 

・市のホームページや広報誌により、自転車利用ル

ール・マナーの啓発、自転車の定期点検の必要性、

自転車損害賠償保険加入の重要性を周知 

・「とやまサイクルセーフティフェスタ」を開催し、

サイクリストや子どもに自転車安全走行のテクニ

ックやマナーを周知 

・歩行者やドライバーへの意識啓発活動を実施 

●駐輪マナーの向上に関する現状 

・市のホームページや広報誌で駐輪場の適正利用を周知 

・高校などで駐輪場以外での放置、長期駐輪、乱雑な駐輪に

対する注意喚起を実施 

●自転車の安全点検 

・一部地域において、自転車を無料で点検・整備し、反射材を配布 

●自転車利用実態調査結果より 

・自転車が通行すべき場所では、市民・高校生ともに約７割が「車

道の端（左側通行）」と回答し、高校生では前回調査より 20ポ

イント増加 

・一方、普通自転車歩道通行可の道路標識がある道路において、

自転車が通行すべき場所としては、「歩道の車道寄り」が、市民・

高校生ともに６割以上と最も多く、道路標識がある場合は車道

通行の原則に対する認識が低くなる傾向あり 

・ヘルメットの着用では、市民・高校生ともに「日常的に着用し

ている」が１～２％に留まる 

・自転車保険の加入では、市民の58％が「加入していない」と回答 
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５－２．基本目標・基本方針（案）の検討 

１）基本目標（案）の検討 

◇現「富山市自転車利用環境整備計画」では、環境にやさしい自転車を、「人」と「まち」と「自然」をつ

なぐ都市交通の重要なツールとして位置づけ、『ＥＣＯ-ＢＩＣＹＣＬＥ-ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 人・ま

ち・自然をつなぐ自転車のまち とやま』を将来像として自転車施策を実施している。富山市の第２次総

合計画の目指すべき「都市像」としては、「人・まち・自然が調和する活力都市とやま」を掲げ、前計画

である第１次総合計画の都市像を継承している。また、富山市ＳＤＧｓ未来都市計画では、目指す将来像

として、「コンパクトシティ戦略による持続可能な付加価値創造都市の実現」を掲げている。 

◇先述した現状の整理では、一部課題は残るものの、計画で示された自転車施策が着実に推進されて

おり、自転車活用推進法が施行された社会的な背景も踏まえ、「ＢＩＣＹＣＬＥ-ＣＩＴＹ ＴＯＹＡ

ＭＡ」の実現に向けて、継続的に取り組むことが重要である。 

◇このため、次期富山市自転車利用環境整備計画では、これまでの 10 年間の取組を引き継ぐとともに、

富山市ＳＤＧｓ未来都市計画の目指す将来像を踏まえ、自転車の活用を推進することで持続可能な

都市を創造することを目指し、下記の将来像（基本目標案）を提案する。 

  ＜将来像（基本目標案）＞ 

ＳＵＳＴＡＩＮＡＢＬＥ-ＢＩＣＹＣＬＥ-ＣＩＴＹ ＴＯＹＡＭＡ 

人・まち・自然をつなぐ持続可能な自転車のまち とやま 

２）基本方針（案）の検討 

◇「富山市自転車利用環境整備計画」では、４本柱の基本方針である「はしる～自転車走行空間整備～」「と

める～駐輪環境整備～」「いかす～自転車利用促進～」「まもる～ルール遵守・マナー向上～」に基づき自

転車施策を実施している。国や富山県の自転車活用推進計画では、「都市環境」「健康・スポーツ」「観光」

「交通安全」の目標を掲げ、多方面での自転車の活用を推進している。これまで、富山市で取り組まれて

きた自転車施策は、国や富山県の自転車活用推進計画の方向性と概ね一致しているものの、「健康づくり」

「観光」に関する視点がやや不足している状況である。 

◇「健康・スポーツ」「観光」面での自転車利用も推進するためにも、国や富山県の柱立ても参考にしつつ、（こ

れまでの４本柱に）「都市環境」「健康・スポーツ」「観光」「交通安全」を取り込んだ基本方針を設定するこ

とで、これまでの自転車施策をさらに継続・発展させることとする。 

「はしる」

～自転車走行空間整備～

　「とめる」

～駐輪環境整備～

「いかす」
～自転車利用による
　　健康増進・観光振興～

「まもる」

～ルール遵守・マナー向上～

「都市環境」
～自転車に優しい都市環境の形成～

「健康・スポーツ」
～自転車を活かした健康づくりの推進～

「観光」
～サイクルツーリズムの推進～

「交通安全」
～安全で安心な自転車社会の実現～

＜次期富山市自転車利用環境整備計画の基本方針案＞＜国・富山県自転車活用推進計画の基本方針＞

継続
・
発展

＋

 

 
６．富山市自転車利用環境整備計画検討委員会の開催支援 

◆委員会概要 

   日  時：令和元年 12月 25 日（水）14:00～15:45 

場  所：富山市役所 西館８階研修室 

 

◆主な議事概要 

◯自転車ルールについて 

・自転車歩行者道の整備を除外する国のガイドラインの考え方は、国全体の方針であるが、それを各

現場に当てはめて考えていく必要がある。 

・速い自転車と遅い自転車が走行する場所を分けて検討するなど、広い歩道を活用していくことも考

えられる。 

・学校では交通安全教育を行っているが、まだ自転車ルール（スマホを操作しながらの運転など）が

守られていない状況であるため、継続的に教育、指導を行っていく必要がある。 

・自転車が加害者になる場合と被害者になる場合の双方を考慮して指導する必要がある。 

・ナビラインなどの通行方法については、認知度が低く、通行方法がわからない市民も多いため、継

続してルールを周知していく必要がある。 

◯次期計画の策定について 

・次期計画では、健康という視点を計画には取り入れていただきたい。 

・マウンテンバイクコースへのわかりやすい案内を設置してほしい。 

・富山市では、まず安全な自転車利用環境を整備していくことが重要であり、富山県とも連携して進

めていただきたい。 

◯自転車利用実態等調査について 

・高校生調査では、居住地が富山市以外の生徒も回答するため、選択肢を追加してほしい。また、自

転車通行経路調査の対象者がわかるように示してほしい。 

・調査を通じて、自転車ルールなどに関する情報発信することも意識啓発につながるため、調査票に

反映してほしい。 

【第１回委員会の様子】 

  

 

【国・県の基本方針と次期計画の基本方針（案）の対応】 


